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９月定例会開催………………………………………………Ｐ２～Ｐ９
　　　　　　　　　　　　令和元年度一般会計など８会計の決算を認定
　　　　　　　　　　　　決算審査特別委員会　質疑と意見
　　　　　　　　　　　　意見書３件を提出

一般質問 　　　　ここが聞きたい！　７人の議員が登壇……Ｐ10～Ｐ16
地域課題に取り組む…………………………………………………Ｐ17
目指せ !! 健康長寿日本一おおたま………………………………Ｐ18大玉村は「日本で最も美しい村」

連合に加盟しています。

大山小運動会・学習発表会　10月18日（日）

　運動会と学習発表会が秋晴れのもと校庭で行われました。地域
の方々やPTAの皆さんの協力によりできあがったステージでは、
４年生の神原田神社十二神楽や合唱部の歌声が披露されました。

遠心力に負けないぞー !!
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農林水産業費
●農業機械等共同利用整備事業補助� 1,208万円
●中山間地域等直接支払制度� 4,570万円
●多面的機能支払交付金事業� 870万円
●有害鳥獣被害防止対策事業� 320万円

土木費
●土砂災害ハザードマップ作成� 629万円
●道路維持管理事業� 4,731万円
●道路等側溝堆積物撤去事業� 5,562万円
●橋梁維持管理事業� 3,058万円

教育費
●スクールバス運行事業� 1,224万円
●地域学校協働活動事業� 500万円
●文化財保護事業� 734万円

衛生費
●大玉村健康増進計画等策定� 369万円
●健康長寿推進事業� 319万円
●各種予防接種実施事業� 3,209万円
●広域行政組合衛生費負担金� 1億2,407万円

商工費
●商工業振興事業� 3,293万円
●観光振興事業� 1,643万円
●ふるさと納税事業� 873万円
●アットホームおおたま改修� 2,515万円

消防費
●広域行政組合消防費負担金� 1億2,641万円
●消防団活動事業� 2,293万円
●消防施設整備事業� 2,542万円

前年度より２億3,311万円増↑

健康長寿の　　村に向けた健康増進事業など

　

９
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら
17
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
村
長
提
出
案
件
23
件
（
条
例
改
正
２
件
、
決
算
認
定
８
件
、
補
正
予
算
８
件
、
契
約
案
件
２
件
、
人
事
案
件
１

件
、
報
告
２
件
）
及
び
議
員
発
議
３
件
、
合
わ
せ
て
26
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
し
ま

し
た
。
な
お
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
な
ど
８
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
し
ま

し
た
。
ま
た
、
請
願
が
１
件
、
陳
情
が
３
件
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
は
８
、
９
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

９
月
定
例
会
開
催

依存財源
33億6,495万円
　　58.5％

自主財源
23億8,253万円
　 41.5％

地方交付税
16億7,906万円
　　　 29.2％

議会費
6,916万円　1.3％

総務費
20億5,656万円
　　　 38.5％

総務費
20億5,656万円
　　　 38.5％

民生費
11億1,667万円
　　　 20.9％

民生費
11億1,667万円
　　　 20.9％

衛生費
2億8,546万円
　　　 5.3％

衛生費
2億8,546万円
　　　 5.3％

農林水産業費
3億1,085万円
　　　 5.8％

農林水産業費
3億1,085万円
　　　 5.8％

土木費
2億2,013万円
　　　 4.1％

土木費
2億2,013万円
　　　 4.1％

教育費
5億2,160万円
　　　 9.8％

教育費
5億2,160万円
　　　 9.8％

消防費
1億7,476万円
　　　 3.3％　　　 

公債費
4億2,440万円
　　　 8.0％　　　 

国庫支出金
3億9,265万円
　　　 6.8％

県支出金
8億1,826万円
　　　14.2％

村債
1億8,980万円
　　　 3.3％

村税
9億6,051万円
　　　16.7％

繰入金
8億799万円
　　14.1％

繰越金
4億2,988万円
　　　 7.5％

53億
3,663万円

一般会計
歳出合計

57億
4,748万円

一般会計
歳入合計

※その他（依存財源）
　•地方譲与税 1.3％
　•利子割交付金 　－
　•配当割交付金 0.1％
　•株式等譲渡所得割交付金 　－
　•地方消費税交付金 2.5％
　•ゴルフ場利用税交付金 0.3％
　•自動車取得税交付金 0.1％
　•地方特例交付金 0.6％
　•交通安全対策特別交付金 　－
　•環境性能割交付金 0.1％
　 5.0％

※その他（依存財源）
　•地方譲与税 1.3％
　•利子割交付金 　－
　•配当割交付金 0.1％
　•株式等譲渡所得割交付金 　－
　•地方消費税交付金 2.5％
　•ゴルフ場利用税交付金 0.3％
　•自動車取得税交付金 0.1％
　•地方特例交付金 0.6％
　•交通安全対策特別交付金 　－
　•環境性能割交付金 0.1％
　 5.0％

※その他
　•労働費　　　　　20万円　　－
　•商工費　　1億1,137万円　2.1％
　•災害復旧費　 4,547万円　0.9％
　•諸支出金　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　3.0％

※その他（自主財源）
　•分担金及び負担金 0.3％
　•使用料及び手数料 0.7％
　•財産収入 0.4％
　•寄付金 0.3％
　•諸収入 1.5％
　 3.2％

※その他（自主財源）
　•分担金及び負担金 0.3％
　•使用料及び手数料 0.7％
　•財産収入 0.4％
　•寄付金 0.3％
　•諸収入 1.5％
　 3.2％
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総務費
●公共交通運行補助事業� 1,251万円
　（広域生活バス、デマンドタクシー）
●定住促進住宅団地造成事業交付金� 1,300万円
●線量低減化事業� 3億7,596万円
●応急仮設住宅撤去事業� 1億1,104万円
●台湾交流事業� 578万円

令和元年度一般会計決算

歳
出53億3,663万円を認定

健康長寿の　　村に向けた健康増進事業など
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　•地方譲与税 1.3％
　•利子割交付金 　－
　•配当割交付金 0.1％
　•株式等譲渡所得割交付金 　－
　•地方消費税交付金 2.5％
　•ゴルフ場利用税交付金 0.3％
　•自動車取得税交付金 0.1％
　•地方特例交付金 0.6％
　•交通安全対策特別交付金 　－
　•環境性能割交付金 0.1％
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　•地方譲与税 1.3％
　•利子割交付金 　－
　•配当割交付金 0.1％
　•株式等譲渡所得割交付金 　－
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　•環境性能割交付金 0.1％
　 5.0％

※その他
　•労働費　　　　　20万円　　－
　•商工費　　1億1,137万円　2.1％
　•災害復旧費　 4,547万円　0.9％
　•諸支出金　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　3.0％

※その他（自主財源）
　•分担金及び負担金 0.3％
　•使用料及び手数料 0.7％
　•財産収入 0.4％
　•寄付金 0.3％
　•諸収入 1.5％
　 3.2％
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　•分担金及び負担金 0.3％
　•使用料及び手数料 0.7％
　•財産収入 0.4％
　•寄付金 0.3％
　•諸収入 1.5％
　 3.2％

民生費
●社会福祉協議会活動支援事業� 1億3,719万円
●国民健康保険特別会計繰出金� 8,128万円
●大玉村プレミアム付商品券発行� 554万円
●児童手当支給事業� 1億6,592万円
●子育て支援医療費等助成� 5,558万円

■歳入　　　■歳出■ ■

一般会計　歳入歳出決算の推移

55億3,340万円

51億352万円

平成30年度

57億4,748万円

53億3,663万円

64億7,015万円

60億7,204万円

令和元年度平成29年度
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令和元年度　決算額

　税金や交付税など毎
年決まって入るお金に
対し、職員の給料など
の毎年決まって出るお
金の割合を示す指標。
100％になると、自由
に使えるお金はゼロに
なる。昨年度大玉村が
自由に使えるお金は
12.1％となる。

　村の標準的な支出に
対し、村が自主的に集
められるお金（税金な
ど）がどの程度あるか
を示す指標。指数が高
いほど自主財源の割合
が高く、数値が１を超
える場合、100％自主
的な収入で運営できる
ことになる。

　村の実質的な公債
（借金）が税金や交付
金などの収入に対して
どの程度あるかを示す
指標。数値が高いほど
返済の負担が大きい。
18％を超えると公債を
発行する際に総務大臣
または知事の許可が必
要となる。

　税金や交付税など毎
年決まって入るお金に
対して、将来、負担と
なる村の公債（借金）
などの債務負担がどの
程度の割合になるかを
示す指標。350％を超
えると、財政再生計画
を策定する必要があ
る。

地
方
税
の
確
保
お
よ
び
経
常
経
費
の
削
減
を

代
表
監
査
委
員
　
　
　
甲
野
藤
　健
一

議
会
選
出
監
査
委
員
　
鈴
木
　
康
広

決
算
を
読
み
解
く

財
政
指
標
は
「
健
全
」

決
算
審
査
意
見
書

　

令
和
元
年
度
の
決
算
審
査

を
８
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で

の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
審

査
意
見
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

審
査
意
見

（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

　

令
和
元
年
度
決
算
状
況
を

見
る
と
普
通
会
計
の
歳
入
総

額
57
億
６
９
２
９
万
円
の
う

ち
地
方
税
９
億
６
０
５
１
万

円
、
地
方
交
付
税
16
億
７
９

０
６
万
円
で
あ
り
、
歳
出
総

額
53
億
５
８
４
４
万
円
の
う

ち
人
件
費
８
億
８
９
９
６
万

円
、
公
債
費
４
億
２
４
４
１

万
円
、
物
件
費
11
億
２
４
１

７
万
円
で
あ
る
。
経
常
収
支

比
率
は
87
・
９
％
で
依
然
高

い
指
標
に
あ
る
。

　

令
和
元
年
度
予
算
執
行
に

関
す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て

は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
例

月
出
納
検
査
及
び
２
月
に
実

施
し
た
定
期
監
査
に
お
い
て

審
査
し
て
お
り
、
指
摘
事
項
、

改
善
事
項
は
そ
の
都
度
指
導

を
行
っ
た
。
特
に
、
次
の
事

項
を
付
し
て
決
算
審
査
の
意

見
と
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、
全
国
的

に
多
大
な
経
済
打
撃
を
受
け

て
お
り
、
本
村
に
お
い
て
も

そ
の
影
響
は
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

令
和
元
年
度
決
算
は
良
好

で
あ
っ
た
。
昨
今
の
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
た
行
政
執
行
が

今
後
必
要
で
あ
る
。
財
源
の

確
保
と
経
常
経
費
の
削
減
に

努
め
、
行
政
運
営
に
万
全
を

期
す
こ
と
を
望
む
。

審
査
意
見

�

（
水
道
事
業
会
計
）

　

損
益
計
算
書
中
、
営
業
利

益
△
２
７
６
万
２
７
５
円
、

経
常
利
益
８
３
５
万
７
５
２

６
円
で
あ
る
。
一
方
、
供
給

単
価
（
１
６
６
・
４
円
）
が

給
水
単
価
（
１
９
３
・
２
円
）

よ
り
下
回
る
状
況
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
改
善
に
努
め
ら
れ

た
い
。

会　　計　　名 歳　　入 歳　入　対
前年度比％ 歳　　出 歳　出　対

前年度比％

一般会計 57億4,748万円 103.9 53億3,663万円 104.6

国民健康保険特別会計 9億9,029万円 99.7 9億4,073万円 101.0

玉井財産区特別会計 1,142万円 86.3 854万円 134.3

農業集落排水事業特別会計 1億1,801万円 93.7 1億1,432万円 94.7

土地取得特別会計 3,237万円 306.0 3,237万円 306.0

介護保険
特別会計

【保険事業勘定】 7億3,529万円 103.2 7億1,749万円 103.1

【介護サービス事業勘定】 228万円 139.0 171万円 148.7

後期高齢者医療特別会計 6,803万円 102.4 6,731万円 102.8

水道事業
会　　計

【収益的収支】 1億6,597万円 99.2 1億4,845万円 93.9

【資本的収支】 6,071万円 57.2 1億4,238万円 80.6

元年度 87.9％

30年度 88.6％

元年度 0.387

30年度 0.379

元年度 7.4％

30年度 6.9％

元年度 2.5％

30年度 12.7％

経 常 収 支 比 率財 政 力 指 数実質公債費比率将 来 負 担 比 率
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令
和
元
年
度
決
算
を
審
査

～
決
算
審
査
特
別
委
員
会
～

　

分
科
会
で
は
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
い
く

つ
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

分
科
会
質
疑
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

  

総
務
課  

庁
舎
建
て
替
え

問　
　

庁
舎
建
設
基
金
が
公
共
施
設
整
備

基
金
に
変
更
と
な
っ
た
が
、
今
後

の
庁
舎
建
て
替
え
の
考
え
は
。

答　
　

役
場
だ
け
で
な
く
他
の
老
朽
化

し
て
い
る
公
共
施
設
に
も
使
え
る

よ
う
に
基
金
を
変
更
し
た
も
の
で

あ
る
。
庁
舎
の
建
て
替
え
に
は
25

億
円
以
上
か
か
る
と
み
て
い
る
。

　

  

政
策
推
進
課  

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信
を
担
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募

集
し
た
が
、
採
用
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、

今
年
度
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
　

２
名
の
応
募
が
あ
っ
た
が
時
期
的
な
問
題
な
ど
で
う

ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
か
っ
た
。
今
後
は
で
き
る
だ
け

柔
軟
に
対
応
し
、
採
用
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
交
流

問　
　

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
長
が
変
わ
っ
た
。
今
後
の
交
流
の

見
通
し
は
。

答　
　

交
流
事
業
は
一
時
中
断
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
い
て
か
ら
、
通
常
の
交
流
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
現
在
は
野
内
与
吉
氏
の
功
績
を
調
べ
、
顕
彰

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
顕
彰
会
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
て

い
る
。

（９月14日）

野内与吉顕彰会の設立総会（９月25日）

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
８
会
計
の

決
算
議
案
を
次
の
通
り
審
査
し
ま
し
た
。

・
議
案
の
一
括
上
程

・
決
算
審
査
報
告
（
監
査
委
員
）

・
総
括
質
疑

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

・
総
務
文
教
分
科
会
・
産
業
厚
生
分

科
会
の
２
分
科
会
を
設
置

　
　

・
決
算
審
査

・
分
科
会
の
審
査
報
告

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
結

果
を
集
約

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
結

果
報
告

・
議
案
審
議

９／８９／11９／16９／17 ９／14、15

本
会
議

本
会
議

決
算
審
査

特
別
委
員
会

本
会
議

総
務
文
教
分
科
会

産
業
厚
生
分
科
会

決
算
審
査

特
別
委
員
会

総
務
文
教
分
科
会
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教
育
総
務
課  

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

問　
　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
さ
ら
な
る
効
果

的
な
活
用
は
検
討
し
て
い
る
か
。

答　
　

相
談
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
学
校
ご
と
に
こ
ま
め

に
連
絡
を
し
、よ
り
効
果
的
な
活
用
を
し
て
い
き
た
い
。

　

 

生
涯
学
習
課 

お
お
た
ま
学

問　
　

ウ
ェ
ブ
版
「
お
お
た
ま
学
」
の
活
用
状
況
は
。

答　
　

小
中
学
校
の
授
業
で
活
用
し
て
い
る
。
冊
子
の
「
お

お
た
ま
学
」
は
今
年
度
刊
行
し
、
配
布
す
る
。

　
  

住
民
生
活
課  

土
の
う
の
確
保

問　
　

昨
年
は
大
規
模
な
台
風
被
害
が
あ
っ
た
。
今
後
の
冠

水
な
ど
に
備
え
た
土
の
う
の
準
備
は
で
き
て
い
る
か
。

答　
　

常
時
、
４
０
０
袋
程
度
は
準
備
し
て
い
る
。

　

  

健
康
福
祉
課  

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

問　
　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
内
容
と
利
用
状
況
は
。

答　
　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
会
社
に
直
接

連
絡
が
行
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
４
名
の
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
が
利
用
し
て
い
る
。

問　
　

利
用
し
た
い
方
は
多
い
と
思
う
が
、
広
く
周
知
は
し

て
い
る
の
か
。

答　
　

今
後
ど
こ
ま
で
周
知
す
る
か
検
討
し
た
い
。

　

  

産
業
課  

ふ
る
さ
と
納
税

問　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答　
　

先
進
地
の
取
り
組
み
事
例
を
参
考
に
し
、
作
物
生
産

者
の
紹
介
を
行
う
な
ど
、
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

　

  

建
設
課  

道
路
側
溝
等
堆
積
物
除
去

問　
　

道
路
側
溝
等
堆
積
物
除
去
事
業
で
は
、
住
民
か
ら
の

要
望
は
受
け
て
い
た
の
か
。

答　
　

事
前
に
区
長
か
ら
承
諾
を
い
た
だ
い
た
箇
所
に
加

え
、
要
望
に
よ
る
追
加
箇
所
も
除
去
を
行
っ
た
。

（９月14日）

産
業
厚
生
分
科
会

誰もが見られるウェブ版「おおたま学」を
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総
　
務
　
部  

①　

従
来
の
職
員
研
修
に
加
え
、
こ
お
り
や
ま
広
域
圏
に
係

る
研
修
も
増
え
て
お
り
、
職
員
の
資
質
向
上
に
繋
が
っ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
、
自
己

研
さ
ん
に
努
め
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
ら
れ
た
い
。

②　

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
制
度
に
つ
い
て
、
課
題
把
握
と

適
切
な
解
決
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

③　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
情
報
発
信
を
担
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採

用
に
つ
い
て
、
柔
軟
に
対
応
し
、
で
き
る
限
り
早
期
に
採

用
さ
れ
る
よ
う
努
力
願
う
。

④　

村
税
の
徴
収
に
つ
い
て
、
納
税
者
間
の
公
平
性
を
保
つ

と
と
も
に
、
財
源
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

  

教
　
育
　
部  

①　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
各
校
毎
の
相
談
件

数
等
を
把
握
し
、
更
に
効
果
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

②　

学
校
支
援
地
域
本
部
の
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
多
く
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
依
頼
の

仕
方
等
工
夫
さ
れ
た
い
。

③　
「
お
お
た
ま
生
き
粋
大
学
」
と
「
お
お
た
ま
大
学
院
」
に

つ
い
て
、
対
象
者
と
目
的
を
明
確
に
し
、
両
方
の
参
加
者

が
増
加
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　

  

住
民
福
祉
部  

①　

自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
緊
急
時

に
対
応
で
き
る
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
、
行
政
・
消

防
団
・
地
域
住
民
と
の
連
携
を
密
に
し
、
新
規
団
員
の
確

保
を
図
る
こ
と
。

②　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
向
け
、
介
護
実
態

調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
調
査
結
果
を
活
か
し
た
高
齢
者
一

人
暮
ら
し
等
へ
の
対
応
や
、
特
定
検
診
の
充
実
、
人
間
ド
ッ

ク
の
対
象
年
齢
の
延
長
等
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

③　

年
々
増
加
す
る
ゴ
ミ
処
分
量
の
低
減
の
た
め
、
転
入
者

へ
の
分
別
説
明
の
徹
底
や
、
学
校
で
の
子
ど
も
達
へ
の
啓

発
活
動
を
進
め
る
こ
と
。

　

  

産
業
建
設
部  

①　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
の
広
域
化
に
向

け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
む
こ
と
。

②　

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
自
然
災
害
に
対
し
、
迅
速
・
的

確
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

③　

農
地
改
良
と
称
し
た
残
土
処
分
等
の
行
為
が
み
ら
れ
る

た
め
、
住
民
の
安
心
安
全
を
重
視
し
、
農
地
法
を
遵
守
し

た
指
導
の
徹
底
を
行
う
こ
と
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
意
見

　

令
和
元
年
度
決
算
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
意
見
は
次

の
と
お
り
で
す
。

決算審査特別委員会

（９月16日）

  

人　

事　

案　

件

教
育
委
員
会
委
員
の
同
意

　

現
委
員
の
髙
島
由
美
子
氏
（
大
山
字
上
ノ
台
）
の
再
任
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
２
年
10
月
20
日
か

ら
令
和
６
年
10
月
19
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

会　　計　　名 補　正　額 総　　　額
一般会計 1億6,372万円 56億332万円

会　　計　　名 補　正　額 総　　　額
一般会計 4億2,995万円 60億3,327万円
国民健康保険特別会計 2,627万円 9億2,187万円
玉井財産区特別会計 188万円 693万円
農業集落排水事業特別会計 369万円 1億2,802万円
土地取得特別会計 708万円 1,150万円
介護保険
特別会計

【保険事業勘定】 1,731万円 7億7,028万円
【介護サービス事業勘定】 47万円 73万円

後期高齢者医療特別会計 104万円 7,357万円
水道事業
会　　計

【収益的支出】 －　　 1億6,524万円
【資本的支出】 260万円 1億3,977万円

令和２年度　８月補正予算　議案第50号

令和２年度　９月補正予算
※議案第49号　一般会計補正予算専決処分（７月補正）の補正額は１億1,855万円です。

※水道事業会計【収益的支出】は、歳入歳出予算額を調整し、予算総額を変更しない補正である。
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議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　　果

議案第49号 令和２年度大玉村一般会計補正予算の専決処分の承認を求めることについて 原案可決

議案第50号 令和２年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第51号 令和２年度スクールバス購入事業売買契約について 原案可決

議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 結　　果

議案第52号 大玉村監査委員条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第53号 大玉村水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第54号 令和元年度大玉村一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第55号 令和元年度大玉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第56号 令和元年度大玉村玉井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第57号 令和元年度大玉村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第58号 令和元年度大玉村土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第59号 令和元年度大玉村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第60号 令和元年度大玉村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第61号 令和元年度大玉村水道事業会計歳入歳出決算認定について 認　定

議案第62号 令和２年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第63号 令和２年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第64号 令和２年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について 原案可決

議案第65号 令和２年度大玉村農業集落排水事業特別会計補正予算について 原案可決

議案第66号 令和２年度大玉村土地取得特別会計補正予算について 原案可決

議案第67号 令和２年度大玉村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第68号 令和２年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決

議案第69号 令和２年度大玉村水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第70号 令和２年度宮下・高久線（外）道路改良舗装工事請負契約について 原案可決

議案第71号 大玉村立小中学校学習用タブレット端末購入事業売買契約について 原案可決

議案第72号 大玉村教育委員会委員の任命について 同　意

議員発議第３号 『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書について 原案可決

議員発議第４号 東京電力福島第一原発事故により発生した汚染水の海洋放出に反対する意見書について 原案可決

議員発議第５号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書について 原案可決

８月臨時会　議決結果

９月定例会　議決結果

９月定例会に提出された請願
件　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 審査結果

　「国の『被災児童生徒就学支援等
事業』の継続と、被災児童生徒の
十分な就学支援を求める意見書」
の提出を求める請願書

福島市上浜町
福島県教職員組合
中央執行委員長　國分　俊樹　ほか１名

武田　悦子 総務文教 採　択
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意　見　書 提　　出　　先

令和２年度及び復興・創生期間後も国の『被災
児童生徒就学支援等事業』の継続と被災児童生
徒の十分な就学支援を求める意見書

復興大臣、文部科学大臣、総務大臣、財務大臣

東京電力福島第一原発事故により発生した汚染
水の海洋放出に反対する意見書

内閣総理大臣、環境大臣、文部科学大臣、農林水産大臣

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財
政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求め
る意見書

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、
経済再生担当大臣、厚生労働大臣、財務大臣、経済産業大臣、
まち・ひと・しごと創生担当大臣

議員発議 　意見書３件を提出

９月定例会に提出された陳情
件　　　名 提　出　者 付託委員会 審査結果

東京電力福島第一原子力発電所事故で発生し
た放射能汚染水（アルプス処理水）の海洋放
出に反対する意見書の提出について

福島市野田町
DAPPE（平和と平等を守る民主主義アクション）
代表　久保田　亮

産業厚生 採　択

東京電力福島第一原発事故により発生した汚
染水の海洋放出に反対する陳情書

二本松市油井
安達地方農民連　会長　佐藤　佐一

産業厚生 採　択

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方
財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書の提出について

福島市中町
福島県町村議会議長会　会長　渡邉　一夫

総務文教 採　択

※一般質問とは…議員が村の行財政全般にわたって、村に対し、説明を求めまたは所信をただすこと。
大玉村議会の一般質問の時間は、一人30分以内で、答弁時間は含まない。

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！！

７
人
の
議
員
が
登
壇

　９月定例会では、９月10日に７人の議員が一般質問を行いました。質問と答弁
を要約した内容は、質問順に10ページから16ページです。

渡
わた

邉
なべ

　啓
けい

子
こ １．高齢者支援の現状と今後の対策は

２．村道宮前石山線の拡幅工事について 10ページ

斎
さい

藤
とう

　信
しん

一
いち １．大山幼稚園園庭について

２．大玉村子ども・子育て会議について 11ページ

押
おし

山
やま

　義
よし

則
のり

１．大玉村保育所民営化計画を質す 12ページ

須
す

藤
どう

　軍
ぐん

蔵
ぞう

１．財政の見通しと村政の基本姿勢を伺う 13ページ

武
たけ

田
だ

　悦
えつ

子
こ １．大玉村保育所の民間運営

２．新型コロナウイルスから暮らしを守る対策は 14ページ

佐
さ

原
わら

佐
さ

百
ゆ

合
り １．村が目指す自主防災組織とは

２．誰にでもわかる「予算説明書」の作成を 15ページ

菊
きく

地
ち

　厚
あつ

徳
のり １．循環型農業を堆肥センターで考える

２．集中豪雨の被害と河川の管理状況は 16ページ
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

村
道
宮
前
石
山
線
の
拡
幅
工
事
の
計
画
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
い
ま
だ

に
工
事
が
着
工
さ
れ
て
い
な
い
。

村
道
宮
前
石
山
線
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

質問趣旨
本村では健康長寿の村づくりを進めているが、高齢化が進めば
介護のニーズが増加し、担い手不足が懸念される。

高齢者支援の現状と今後の対策は

議
員

渡わ
た

邉な
べ

啓け
い

子こ

渡
邉　

本
村
の
高
齢

化
率
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
は
。

健
康
福
祉
課
長　

４

月
１
日
現
在
の
高
齢
化

率
は
26
・
７
％
で
あ
る
。

今
後
も
高
齢
化
は
進
む

と
予
想
し
て
い
る
。

渡
邉　

要
介
護
要
支

援
認
定
者
数
の
現
状
と
今
後

の
推
計
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　

７
月
末

現
在
で
３
７
８
名
で
あ
り
、

令
和
22
年
度
に
は
４
２
８
名

に
上
る
と
推
計
し
て
い
る
。

渡
邉　

厚
生
労
働
省
の
２

０
２
５
年
度
介
護
職
員
充
足

率
の
推
計
で
は
、
福
島
県
が

全
国
最
下
位
と
な
っ
た
。
介

護
の
担
い
手
確
保
を
ど
う
考

え
る
か
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

県
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
が
実
施
す

る
セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
な

ど
、
広
報
や
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

渡
邉　

平
成
８
年
に
安
達

管
内
の
７
市
町
村
が
協
力
し

設
立
し
た
福
島
介
護
福
祉
専

門
学
校
の
入
学
者
数
が
減
少

し
て
い
る
。
村
と
し
て
、
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長　

毎
年
、

村
広
報
紙
に
入
学
者
募
集
の

掲
載
を
し
、
支
援
に
努
め
て

い
る
。

渡
邉　

同
校
で
は
出
前
講

座
や
学
校
見
学
を
歓
迎
し
て

い
る
。
本
村
の
小
中
学
校
で

も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

取
り
入
れ
る
こ

と
が
可
能
か
ど
う
か
、
各
学

校
に
働
き
か
け
を
し
て
い
き

た
い
。

渡
邉　

近
年
、
介
護
疲
れ

に
よ
る
事
件
が
増
え
て
い

る
。
介
護
を
す
る
方
の
疲
弊

を
防
ぐ
対
策
は
。

住
民
福
祉
部
長　

身
体
的

精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、「
介
護
者
の
つ
ど
い
」

を
年
４
回
実
施
し
て
い
る
。

渡
邉　

深
刻
化
す
る
高
齢

者
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

村
長　

足
の
確
保
や
介
護

も
含
め
て
、
し
っ
か
り
と
高

齢
者
支
援
対

策
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

渡
邉　

拡
幅
工
事
の
計
画

で
は
用
地
買
収
も
一
部
済
ん

で
い
た
と
聞
い
た
。
計
画
か

ら
現
在
ま
で
の
経
緯
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

村
道
宮

前
石
山
線
の
未
改
良
区
間
を

整
備
し
安
全
が
確
保
さ
れ
た

通
学
路
と
す
る
た
め
、
平
成

６
年
度
か
ら
８
年
度
に
か
け

て
用
地
買
収
を
行
っ
た
。
し

か
し
、
擁
壁
等
に
よ
り
工
事

費
が
高
額
に
な
る
こ
と
や
買

収
に
至
ら
な
い
用
地
が
一
部

あ
っ
た
こ
と
か
ら
計
画
が
先

送
り
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
平

成
19
年
度
か
ら
22
年
度
に
か

け
て
村
道
星
内
西
庵
線
と
宮

前
地
蔵
面
線
の
歩
道
付
き
道

路
が
整
備
さ
れ
、
通
学
路
の

安
全
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
事
業
の
実
施
が
見
送
ら

れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

渡
邉　

買
収
し
た
用
地
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

産
業
建
設
部
長　

隣
接
耕

作
者
に
よ
り
草
刈
り
等
の
管

理
が
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は

沿
線
の
土
地
利
用
状
況
等
を

見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

渡
邉　

買
収
さ
れ
た
土
地

は
荒
れ
る
ば
か
り
で
、
道
路

も
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い

る
。
通
行
に
支
障
の
な
い
維

持
管
理
を
求
め
る
。

産
業
建
設
部
長　

十
分
に

現
状
を
見
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

渡
邉　

計
画
が
見
送
り
に

な
っ
た
時
点
で
地
権
者
へ
の

説
明
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

事
業
見

送
り
時
に
何
ら
か
の
説
明
が

必
要
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
今
後
こ
の
よ
う
な
状
況

の
際
に
は
速
や
か
な
説
明
に

努
め
た
い
。

渡
邉　

各
部
署
で
事
務
引

き
継
ぎ
の
再
確
認
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

引
き
継
ぎ

は
、
必
ず
上
司
の
立
ち
会
い

の
下
で
行
っ
て
い
る
。
漏
れ

の
な
い
よ
う
今
後
も
徹
底
し

て
い
き
た
い
。

通行に支障のない維持管理を求める

健康長寿をめざして（よつばサロン）
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

「
特
色
あ
る
子
育
て
支
援
策
」
を
掲
げ
る
大

玉
村
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
内
容
を
充
実
さ

せ
る
べ
き
と
考
え
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
つ
い
て

質問趣旨
幼稚園３年保育に伴う園舎増築により狭くなった園庭や撤去され
た遊具などについて伺う。

大山幼稚園の園庭ついて

斎
藤　

幼
稚
園
３
年
保
育

に
向
け
た
保
護
者
説
明
会

で
、
次
年
度
に
は
遊
具
の
再

設
置
や
狭
く
な
っ
た
園
庭
の

拡
張
を
行
う
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
を

伺
う
。

教
育
長　

一
時
撤
去
し
た

遊
具
は
８
月
に
契
約
し
、
10

月
末
に
は
設
置
工
事
が
完
了

す
る
。
園
庭
拡
張
の
計
画

は
、
工
事
費
が
高
額
に
な
る

こ
と
か
ら
当
面
実
施
し
な
い
。

斎
藤　

拡
張
工
事
を
実
施

し
な
い
と
判
断
し
た
経
緯

は
。村長　

園
庭
を
拡
張
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
た
が
、
電
柱
の
移
設
な
ど

に
よ
り
工
事
費
が

多
額
に
な
る
見
込

み
と
な
っ
た
。
ま

た
幼
稚
園
北
側
の

土
地
取
得
で
新
た

な
支
出
も
生
じ

た
。
屋
外
で

の
活
動
は
大

山
小
の
校
庭

で
で
き
る
の

で
支
障
は
な

い
と
考
え
て

お
り
、
安
全

管
理
を
し
な

が
ら
校
庭
を

利
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い

る
。斎藤　

園
庭
東
側

の
舗
装
の
斜
線
部
分

を
フ
ェ
ン
ス
で
囲

い
、
高
低
差
を
利
用

し
た
園
庭
に
し
て
は

と
の
意
見
も
出
て
い

る
。
考
え
を
伺
う
。

村
長　

フ
ラ
ッ
ト

に
広
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。
す
ぐ
に
は

で
き
な
い
が
、
簡
易

的
な
方
法
で
安
く
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
る
。

斎
藤　

幼
稚
園
北
側
に
新

設
さ
れ
た
駐
車
場
が
使
用
で

き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

議
員

斎さ
い

藤と
う

信し
ん

一い
ち

斎
藤　

出
席
者
か
ら
は

「
計
画
策
定
を
委
託
さ
れ
た

業
者
の
話
を
聞
く
だ
け
だ
っ

た
」
や
「
資
料
が
膨
大
で
、

質
問
し
よ
う
に
も
難
し
い
」

等
の
感
想
を
聞
い
た
が
、
実

際
に
有
意
義
な
議
論
を
行
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

第
２
期

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
の
作
成
計
画
な
ど

を
審
議
い
た
だ
く
際
に
、
業

者
説
明
に
時
間
を
要
し
た
。

会
議
の
中
で
は
委
員
か
ら
も

発
言
は
あ
り
、
直
近
の
保
育

所
民
営
化
に
関
す
る
会
議
で

も
、
参
加
者
全
員
が
発
言
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
意
義

な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

斎
藤　

会
議
の
内
容
が
わ

か
れ
ば
、
一
般
公
募
で
参
加

し
た
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

会
議
の
公
開
や
公
募
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

住
民
福
祉
部
長　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
更
新
や
会
議
録
の

公
開
を
行
い
、
一
般
公
募
も

継
続
し
て
い
く
。

斎
藤　

こ
の
会
議
の
よ
う

に
子
育
て
世
代
の
意
見
を
聞

く
場
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

村
長　

す
べ
て
の
会
議
に

お
い
て
委
員
の
皆
様
に
は
時

間
を
作
っ
て
出
席
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
会
議
の
目
的

を
し
っ
か
り
議
論
し
て
行
政

が
考
え
る
施
策
と
住
民
の
皆

さ
ん
が
求
め
る
も
の
に
ズ
レ

が
生
じ
な
い
よ
う
、
ぜ
ひ
発

言
し
提
言
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
申
し
上
げ
て
い
る
。

　

若
い
世
代
の
方
は
行
政
や

教
育
委
員
会
で
意
見
を
聴
く

機
会
が
あ
る
が
、
改
め
て
若

い
人
た
ち
と
意
見
を
交
換
で

き
る
よ
う
な
場
を
設
け
て
い

き
た
い
。

教
育
部
長　

行
事
が
あ
る

場
合
や
大
型
バ
ス
が
駐
車
す

る
場
合
な
ど
は
使
用
し
て
い

る
。
通
常
は
、
幼
稚
園
西
側

駐
車
場
の
み
で
支
障
は
な
い

と
考
え
て
お
り
、
ゴ
ミ
の
散

乱
や
夜
間
の
防
犯
の
面
か
ら

利
用
を
制
限
し
て
い
る
。

斎
藤　

西
側
駐
車
場
の
入

り
口
は
通
学
路
を
横
切
る
た

め
危
険
で
あ
る
。
入
り
口
は

狭
く
、
送
迎
時
に
は
両
方
の

車
線
か
ら
車
が
出
入
り
し
渋

滞
も
発
生
し
て
い
る
。
改
善

策
は
検
討
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

北
側
駐
車
場
を

有
効
に
活
用
し
、
そ
れ
ら
が

緩
和
さ
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

送迎による朝の渋滞

園庭拡張が予定されていた場所
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一 般 質 問

質問趣旨
大玉村社会福祉協議会に移管する保育所民営化計画について、
透明性のある民営化と、保育環境の充実を願う。

大玉村保育所民営化計画を質す

議
員

押お
し

山や
ま

義よ
し

則の
り

押
山　

大
玉
村
の
保

育
理
念
、
民
営
化
に
向

け
た
考
え
方
を
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

児

童
の
健
康
、
安
全
、
指

導
管
理
に
つ
い
て
十
分

留
意
し
、
安
定
し
た
情

緒
と
身
体
の
発
達
を
促

す
保
育
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
と
、
保
護
者
と
の
連

携
を
密
に
し
、
相
互
の
理
解

と
協
力
を
図
り
、
個
々
の
児

童
に
適
切
な
保
育
に
努
め
る

こ
と
を
理
念
と
し
て
い
る
。

民
営
化
は
、「
公
私
連
携
型

保
育
所
」
※
の
運
営
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
の
判
断

か
ら
民
営
化
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

押
山　

保
育
所
を
運
営
す

る
予
定
の
社
会
福
祉
協
議
会

と
役
場
は
住
民
の
福
祉
に
関

し
て
は
一
体
と
い
う
考
え
で

あ
る
。
保
育
所
を
受
け
入
れ

る
に
あ
た
っ
て
の
基
盤
整
備

や
社
会
福
祉
協
議
会
の
体
制

強
化
は
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
感
じ
て
い
る
。
民
営
化
後

は
議
会
の
監
視
か
ら
離
れ
る

が
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
運

営
の
参
画
に
議
会
が
関
わ
る

こ
と
は
制
度
上
、
可
能
か
伺

う
。総務

部
長　

地
方
自
治
法

上
、
現
状
で
は
役
員
と
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
。た
だ
し
、

最
終
的
に
は
司
法
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
と
し
か
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
。

村
長　

村
か
ら
の
補
助
金

が
社
会
福
祉
協
議
会
に
出
て

お
り
、
こ
の
補
助
金
に
対
し

て
監
査
委
員
が
監
査
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
監
査
委
員
に

は
議
会
選
出
の
委
員
も
い
る

の
で
、
間
接
的
で
あ
る
が
議

会
の
意
見
も
反
映
で
き
る
の

で
は
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
議
会
推

薦
の
評
議
員
が
２

名
い
る
こ
と
か

ら
、
十
分
に
議
会

の
意
思
を
反
映
で

き
る
と
考
え
て
い

る
。押山　

「
公
私

連
携
型
保
育
所
制

度
」
に
よ
る
民
営

化
の
メ
リ
ッ
ト
を

伺
う
。

住
民
福
祉
部
長

　

公
私
連
携
型
で

あ
る
の
で
移
管
を

し
て
か
ら
も
村
が

関
与
で
き
る
点
で

あ
る
。
保
育
所
運

営
費
は
、
村
直
営

の
場
合
で
は
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
が
な
か
っ

た
が
、
民
営
化
に
よ
り
国
か

ら
２
分
の
１
、
県
と
村
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
４
分
の
１
の
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
さ
ら
に
保
育
士
等
を
正

職
員
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と

で
待
遇
改
善
が
図
ら
れ
、
雇

用
の
安
定
や
保
育
士
の
意
欲

向
上
、
ひ
い
て
は
保
育
の
質

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

押
山　

保
育
所
職
員
の
処

遇
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た

保
育
所
長
の
職
務
権
限
は
。

住
民
福
祉
部
長　

現
職
員

の
う
ち
、
正
職
員
は
村
か
ら

の
派
遣
を
予
定
し
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
は
社
会

福
祉
協
議
会
側
で
採
用
に
な

る
と
想
定
し
て
い
る
。
所
長

は
現
場
の
最
高
責
任
者
で
あ

る
。押山　

幼
児
の
虐
待
問
題

等
の
対
応
は
。

住
民
福
祉
部
長　

虐
待
等

の
問
題
は
通
告
義
務
が
あ

る
。
虐
待
の
兆
候
が
見
ら
れ

た
場
合
は
村
の
福
祉
関
係
部

署
が
直
ち
に
動
く
体
制
と

な
っ
て
い
る
。

※
公
私
連
携
型
保
育
所

　

児
童
福
祉
法
第
56
条
の
８

に
規
定
さ
れ
る
保
育
所
の
運

営
に
関
す
る
仕
組
み
。
公
私

連
携
型
法
人
と
し
て
市
町
村

か
ら
指
定
を
受
け
た
民
間
法

人
が
市
町
村
と
「
協
定
」
を

結
び
、
市
町
村
の
一
定
の
関

与
を
残
し
つ
つ
運
営
す
る
手

法
。
協
定
に
基
づ
き
、
保
育

所
運
営
に
必
要
な
土
地
や
建

物
等
の
無
償
貸
与
等
や
人
的

配
置
も
含
め
連
携
し
保
育
事

業
を
行
う
。

保育環境の充実が期待される民営化

４月から社会福祉協議会に移管が予定される保育所
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一 般 質 問

質問趣旨
コロナ禍は終息せず県内でも感染が広まっている状況下では、
住民サービスの確保が大切だ。

財政の見通しと村政の基本姿勢を伺う

議
員

須す

藤ど
う

軍ぐ
ん

蔵ぞ
う

コロナ禍でも前向きに暮らし続けるために

須
藤　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
活

動
の
停
滞
で
、
村
の
税
収
減

は
必
至
で
あ
る
。
来
年
度
の

税
収
の
見
通
し
を
伺
う
。

総
務
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し

て
６
カ
月
の
状
況
の
中
、
村

民
税
や
固
定
資
産
税
の
課
税

が
１
月
１
日
現
在
で
行
わ
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
時
点

で
の
影
響
を
的
確
に
判
断
す

る
情
報
が
乏
し
い
状
況
に
あ

る
。
今
後
、
国
内
外
や
県
内

の
経
済
状
況
、
加
え
て
村
民

の
労
働
環
境
や
収
入
状
況
、

事
業
者
の
景
気
状
況
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
て
、
来
年

度
の
村
税
見
込
み
を
推
計
し

て
い
き
た
い
。

須
藤　

令
和
２
年
度
は
各

種
積
立
金
の
取
り
崩
し
が

あ
っ
た
が
、
基
金
の
現
状
は

ど
う
か
。

総
務
部
長　

９
月
補
正
予

算
の
時
点
で
財
政
調
整

基
金
が
８
億
２
６
０
０

万
円
、
減
債
基
金
が
１

億
１
０
０
０
万
円
、
災

害
対
策
基
金
が
６
０
０

０
万
円
で
あ
る
。
本
年

度
の
各
種
補
正
予
算
に

お
い
て
基
金
の
取
り
崩

し
を
行
っ
て
き
た
が
、

ほ
と
ん
ど
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
充

当
で
あ
る
。
な
お
、
昨
年
度

に
基
金
名
称
を
改
正
し
た
公

共
施
設
整
備
基
金
は
５
億
７

８
０
０
万
円
で
あ
る
。

須
藤　

今
年
度
は
各
種
計

画
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
や
財
政
状
況
も
踏
ま

え
て
、
事
業
の
現
状
や
今
後

の
進
め
方
を
伺
う
。

総
務
部
長　

第
５
次
総
合

振
興
計
画
※
な
ど
を
作
成
し

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
聞
き

取
り
調
査
等
の
着
手
が
遅
れ

た
経
過
が
あ
る
が
、
年
度
内

の
策
定
完
了
に
向
け
て
事
務

事
業
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ

た
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
な

が
ら
、
次
年
度
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

須
藤　

村
税
の
減
収
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
直
結

す
る
の
で
は
な
い
か
。
住
民

の
暮
ら
し
、
健
康
や
教
育
を

し
っ
か
り
守
る
立
場
で
あ
る

村
は
大
変
な
状
況
下
で
は
あ

る
が
堅
持
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
後
の
村
政
執
行
の
基

本
姿
勢
を
村
長
に
伺
う
。

村
長　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
も
行
政
は
止
ま
る
こ
と
な

く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退

も
許
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い

る
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
非

常
時
の
災
害
と
捉
え
て
お

り
、
基
金
を
利
用
し
た
財
政

出
動
は
今
が
そ
の
時
と
感
じ

て
い
る
。
高
齢
者
支
援
や
子

育
て
支
援
な
ど
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
き
た
い
。だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
２
年
３
年
と
続
い
た
場

合
は
、
住
民
の
皆
様
に
も
我

慢
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
性

と
し
て
あ
る
。
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
村
政
を
進
め
て

い
き
た
い
。

※
第
５
次
大
玉
村
総
合
振
興
計
画

　

村
の
最
上
位
計
画
で
あ

り
、
令
和
３
年
度
か
ら
10
年

間
の
む
ら
づ
く
り
の
基
本
的

方
向
と
具
体
的
施
策
を
定
め

る
。
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
子
ど
も
た
ち

の
教
育
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
対
策
を

質問趣旨
大玉村保育所が民間運営に移行する。今後の保育所の方向性につ
いて伺う。

大玉村保育所の民間運営

議
員

武た
け

田だ

悦え
つ

子こ

武
田　

大
玉
村
保
育

所
の
運
営
を
社
会
福
祉

協
議
会
へ
移
す
と
の
説

明
が
あ
っ
た
が
、
現
在

の
保
育
所
が
抱
え
る
課

題
は
何
か
。

住
民
福
祉
部
長　

共

働
き
世
帯
の
増
加
に
伴

い
保
育
需
要
が
増
加
し

て
い
る
。
特
に
ゼ
ロ
歳
児
の

需
要
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
保

育
士
の
安
定
的
な
確
保
や
保

育
室
の
拡
充
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
ま
た
財
源
確
保
も
課

題
で
あ
る
。

武
田　

社
会
福
祉
協
議
会

へ
移
す
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

大
玉
村

の
地
域
福
祉
の
核
と
な
る
社

会
福
祉
協
議
会
は
村
の
福
祉

部
門
事
業
の
多
く
を
担
っ
て

い
る
団
体
で
あ
り
、
実
務
に

お
け
る
安
心
感
が
あ
る
こ
と

も
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。

武
田　

保
育
所
が
民
間
に

移
管
と
な
れ
ば
不
安
に
感
じ

る
人
も
い
る
と
思
う
。
現
在

の
保
育
内
容
は
変
わ
ら
な
い

の
か
。
ま
た
保
育
所
を
核
と

し
た
子
育
て
支
援
に
変
わ
り

は
な
い
の
か
。

村
長　

保
育
の
質
が
落
ち

る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

移
管
自
体
が
あ
り
得
な
い
。

第
２
子
以
降
の
保
育
料
の
無

料
化
や
村
外
保
育
施
設
利
用

の
助
成
な
ど
の
制
度
は
一
切

変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
村

の
大
切
な
宝
の
子
ど
も
た
ち

を
し
っ
か
り
育
ん
で
い
き
た

い
。

武
田　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
止
め

る
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
充

実
が
重
要
だ
と
思
う
。
特
に

医
療
や
介
護
、
保
育
や
教

育
、
行
政
職
員
の
感
染
は
影

響
が
大
き
い
と
思
う
。
こ
れ

ら
の
方
が
安
達
地
方
発
熱
外

来
で
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
国
・
県
に
対
し
、

財
政
支
援
や
検
査
体
制
の
支

援
な
ど
要
望
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

住
民
の

暮
ら
し
に
関
わ
る
方
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
が
実
施
で
き
れ
ば
効

果
的
だ
と
思
う
。
安
達
広
域

管
内
で
協
議
し
た
い
。

村
長　

町
村
会
と
し
て
国

や
県
に
強
く
要
望
し
て
い

る
。武田　

長
期
間
の
休
校
や

夏
休
み
の
短
縮
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
心
と
体
に
与
え
る

影
響
は
大
き
い
と
思
う
。
授

業
時
間
の
確
保
だ
け
で
な

く
、
今
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
は
何
か
。

教
育
長　

学
校
は
教
師
や

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
で

あ
る
。
学
び
の
保
障
と
子
ど

も
た
ち
が
習
得
す
べ
き
中
身

を
大
事
に
す
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
て
い
る
。

武
田　

３
密
を
解
消
し
、

一
人
一
人
の
個
性
に
沿
っ
た

支
援
を
行
う
た
め
に
も
少
人

数
学
級
の
実
現
が
求
め
ら
れ

る
。
実
現
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

教
育
長　

少
人
数
学
級
の

必
要
性
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

教
育
長
の
市
町
村
連
絡
協
議

会
で
毎
年
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
本
気
で
取

り
組
み
た
い
。

武
田　

地
域
の
サ
ロ
ン
で

の
感
染
対
策
と
し
て
非
接
触

型
体
温
計
や
消
毒
薬
な
ど
備

品
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長　

社
会
福

祉
協
議
会
と
協
議
し
な
が
ら

必
要
な
備
品
な
ど
は
村
で
購

入
し
提
供
す
る
こ
と
を
検
討

し
た
い
。

子どもは村の宝

感染症対策の徹底を
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一 般 質 問

質
問
趣
旨

村
政
へ
の
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
事
業
や
予
算
を

よ
り
具
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

誰
に
で
も
わ
か
る「
予
算
説
明
書
」の
作
成
を

質問趣旨
自然災害に備え、自助・共助の基盤となる自主防災組織の設立な
どの地域防災力の強化について問う。

村が目指す自主防災組織とは

議
員

佐さ

原わ
ら

佐さ

百ゆ

合り

佐
原　

設
立
ま
で
の
支
援

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

住
民
福
祉
部
長　

地
域
の

要
望
に
応
じ
て
役
場
の
防
災

担
当
や
消
防
団
、
行
政
支
援

員
、
消
防
経
験
者
等
に
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。た
だ
、

必
要
な
地
区
に
な
か
な
か
で

き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
設
立

を
促
す
こ
と
も
必
要
と
考
え

て
い
る
。
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
で
も
周

知
し
た
い
。

佐
原　

設
立
後
の
行
政
の

役
割
や
具
体
的
な
支
援
策

は
。住民

福
祉
部
長　

財
政
的
な
支
援
に
加

え
、
村
職
員
を
割
り

当
て
た
行
政
支
援
員

に
よ
る
事
務
的
な
作

業
や
情
報
提
供
な
ど

の
支
援
を
考
え
て
い

る
。

佐
原　

本
村

の
自
主
防
災
組

織
が
目
指
す
と

こ
ろ
を
伺
う
。

村
長　

大
き

な
災
害
が
起
き

た
時
、
行
政
職

員
が
各
地
区
に

関
わ
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
地
域
で
の
助

け
合
い
の
組
織
が
中
心
と
な

り
、
災
害
時
に
ど
う
逃
げ
る

か
、
ど
う
避
難
す
る
か
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
老
々
世

帯
の
方
々
を
避
難
所
へ
連
れ

て
行
く
か
な
ど
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
日
頃
か
ら
活

動
し
て
い
た
だ
き
、
高
齢
者

を
地
域
で
し
っ
か
り
と
見
守

る
と
こ
ろ
ま
で
期
待
し
た

い
。
村
で
も
住
民
任
せ
に
し

な
い
で
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
地
区
防
災
計
画
の
原

案
を
一
緒
に
作
成
し
、
で
き

る
だ
け
早
く
全
村
に
組
織
が

で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

た
い
。

佐
原　

村
民
の
皆
さ
ん

に
、
年
度
毎
の
事
業
や
予
算

を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

か
。総務

部
長　

広
報
「
お
お

た
ま
」
を
活
用
し
て
い
る
。

４
月
号
で
は
、
村
政
執
行
の

基
本
方
針
や
重
点
事
務
事
業

名
と
予
算
額
を
わ
か
り
や
す

く
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

５
月
号
で
は
当
初
予
算
の
歳

入
と
歳
出
の
概
要
、
11
月
号

は
前
年
度
決
算
の
概
要
と
財

政
指
数
な
ど
専
門
的
な
数
値

の
公
表
と
用
語
説
明
の
掲
載

を
し
て
い
る
。

佐
原　

予
算
を
村
民
の
皆

さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
報
告

す
る
こ
と
で
見
え
る
化
が
進

み
、
村
政
へ
の
理
解
が
深
ま

る
の
で
は
な
い
か
。
各
課
が

議
会
に
提
出
す
る
資
料
を
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

令
和
３
年
度

当
初
予
算
か
ら
広
報
紙
に
新

た
な
紙
面
を
加
え
、
今
ま
で

よ
り
も
か
み
砕
い
た
表
現

で
、
さ
ら
に
分
か
り
や
す
く

説
明
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
各
課
が
作
成
す
る
説
明

資
料
が
活
用
で
き
る
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

・
大
玉
村
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

県北地方の自治体で公開している予算説明書

地区防災を学ぶ講演会（８月２日）
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一 般 質 問

集
中
豪
雨
の
被
害
と
河
川
の
管
理
状
況
は

質
問
趣
旨

集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
そ
の
対
応
を
問
う
。

質問趣旨
本村の農業を考えたとき、堆肥センターの持つ役割は大変重要で
ある。今後の運用について伺う。

循環型農業を堆肥センターで考える

議
員

菊き
く

地ち

厚あ
つ

徳の
り

菊
地　

堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
年
間
の
利
用
状

況
と
生
産
さ
れ
る
堆
肥

に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
課
長　

昨
年
度

は
原
材
料
と
な
る
牛
糞

の
搬
入
者
が
５
名
、
豚

糞
の
搬
入
者
が
２
名
で

あ
り
、
混
合
資
材
の
投

入
量
は
糞
尿
２
４
５
５
立
方

㍍
と
な
っ
て
い
る
。
も
み
殻

搬
入
者
は
の
べ
56
名
で
、
投

入
量
は
８
４
４
立
方
㍍
で
あ

る
。
堆
肥
の
購
入
者
は
の
べ

４
８
１
名
で
、
販
売
量
は
２

５
５
９
立
方
㍍
で
あ
る
。

菊
地　

施
設
の
維
持
に
要

す
る
経
費
は
ど
の
く
ら
い

か
。産業

課
長　

令
和
元
年
度

は
電
気
料
金
が
約
77
万
円
、

燃
料
費
が
約
１
１
６
万
円
と

な
っ
た
。
ま
た
施
設
の
老
朽

化
に
伴
い
毎
年
修
繕
を
行
っ

て
い
る
が
、
施
設
修
繕
料
が

約
３
２
４
万
円
、
備
品
修
繕

料
が
約
１
６
６
万
円
と
な
っ

た
。
人
件
費
は
約
５
０
７
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

菊
地　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
で

は
ど
の
よ
う
な
製
造
方
法
を

取
り
入
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。産業

建
設
部
長　

乳
用
牛

や
肉
用
牛
及
び
豚
の
排
泄
物

を
も
み
殻
と
混
合
し
、
種
堆

肥
と
あ
わ
せ
、
底
か
ら
天
地

返
し
を
す
る
ス
ク
ー
プ
方
式

で
撹
拌
を
行
っ
て
い
る
。
微

生
物
発
酵
に
よ
る
堆
積
腐
熟

後
、
約
30
日
間
養
生
し
、
袋

詰
め
で
出
荷
し
て
い
る
。

菊
地　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

堆
肥
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

大
玉
村
産
米
ブ
ラ
ン
ド
化
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
思
う
。
考
え
を
伺
う
。

村
長　

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

は
福
島
大
学
食
農
学
類
と
連

携
し
進
め
て
い
る
。
今
年
２

年
目
と
な
る
の
で
、
大
学
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
来
年
の

作
付
け
を
考
え
る
こ
と
に
な

る
。
堆
肥
を
使
用
し
た
有
機

農
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

菊
地　

循
環
型
農
業
を
考

え
た
と
き
、
こ
れ
か
ら
の
堆

肥
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

村
長　

畜
産
を
振
興
し
て

い
く
中
で
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
堆
肥
を
活
用
す
る
循
環
型

の
農
業
形
態
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
機

械
も
古
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
全
面
的
に
更
新
す
る
の

か
今
後
の
検
討
は
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
当
面

は
施
設
等
の
修
繕
を
し
な
が

ら
循
環
型
農
業
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

十分に発酵した堆肥

堆積土砂撤去が完了した百日川

菊
地　

こ
の
５
年
間
、
水

害
に
よ
り
復
旧
工
事
を
し
た

事
例
は
何
件
あ
る
か
。

建
設
課
長　

平
成
28
年
度

は
農
業
用
水
路
な
ど
の
農
業

用
施
設
９
カ
所
、
道
路
施
設

ま
た
は
河
川
施
設
な
ど
の
土

木
施
設
17
カ
所
で
あ
っ
た
。

平
成
29
年
度
は
農
業
用
施
設

９
カ
所
、
土
木
施
設
４
カ
所

で
あ
っ
た
。
令
和
元
年
度
は

農
業
用
施
設
７
カ
所
、
土
木

施
設
64
カ
所
で
あ
っ
た
。

菊
地　

今
年
７
月
に
も
集

中
豪
雨
が
発
生
し
、
杉
田
川

の
水
位
が
急
激
に
上
昇
し
て

い
る
の
を
確
認
し
た
。
川
底

に
堆
積
物
が
見
ら
れ
る
が
、

今
後
の
村
の
対
応
は
。

産
業
建
設
部
長　

杉
田
川

や
百
日
川
、
安
達
太
良
川
は

１
級
河
川
で
あ
り
、
県
の
管

理
と
な
っ
て
い
る
。
村
で
は

河
床
払
い
を
毎
年
県
に
要
望

し
て
お
り
、
県
は
計
画
的
に

河
床
払
い
を
実
施
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
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新田洋司教授 意見交換

　

議
会
の
委
員
会
研
修
は
、
今
年
度
は
実
施
し
な
い
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

議
会
全
体
で
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
研
究
を
深
め
、

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

12
月
に
議
会
活
性
化
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
オ
ー
ル

議
会
で
村
民
の
声
を
聴
く
会
や
議
員
勉
強
会
の
検
討
を

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
研
修
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１
月
21
日（
火
）　

安
達
地
方
仮
設
焼
却
施
設
視
察

１
月
30
日（
木
）　

福
島
圏
域
広
域
連
携
セ
ミ
ナ
ー

２
月
21
日（
金
）　

区
長
Ｏ
Ｂ
会
新
春
の
集
い
参
加

３
月
19
日（
木
）　

福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
屋
内
運
動
場

　
　
　
　
　
　
　

改
修
工
事
現
場
視
察

７
月
21
日（
火
）　

小
高
倉
地
区
環
境
調
査

８
月
28
日（
金
）　

保
育
所
民
営
化
に
関
す
る
調
査

９
月
18
日（
金
）　

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー（
第
１
回
）

10
月
８
日（
木
）　

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

10
月
20
日（
火
）　

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー（
第
２
回
）

　
「
公
私
連
携
型
保
育
所
」

の
先
進
地
で
あ
る
鏡
石
町
で

保
育
所
民
営
化
の
経
緯
や
現

状
の
調
査
を
全
議
員
で
行
い

ま
し
た
。

　

震
災
後
に
食
農
学
類
の
立

ち
上
げ
に
奔
走
さ
れ
た
の
が

小
山
良
太
教
授
で
す
。

　

福
島
県
ほ
ど
、
米
、
野
菜
、

果
樹
、
畜
産
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
品
目
数
の
豊
富
な
県

は
な
く
、「
品
揃
え
型
の
総

合
産
地
」
と
小
山
教
授
は
力

説
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
県
の

農
産
物
の
動
向
を
見
る

と
、
野
菜
や
果
樹
は
震

災
前
の
価
格
に
戻
り
つ

つ
あ
る
が
、
畜
産
や
米

は
市
場
構
造
自
体
が
変

化
し
て
い
ま
す
。
米
は

小
売
販
売
用
家
庭
用
米

（
産
地
表
示
）
か
ら
業

務
用
米
（
国
産
表
示
）

に
変
化
し
て
い
て
、
福

島
県
産
米
が
国
産
米
と

表
示
さ
れ
、
産
地
名
が

表
示
さ
れ
て
い
な
い
現

　

大
玉
村
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
て
米
の
品
質
や
食

味
の
特
徴
を
昨
年
度
か
ら
研

究
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
新
田
洋
司
教
授
で
す
。

　

村
内
９
カ
所
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
分
析
し
た
結
果
、
玄

米
・
精
米
の
食
味
関
連
形
質

で
は
、
食
味
を
左
右
す
る
ア

ミ
ロ
ー
ス
や
タ
ン
パ
ク
質
の

含
有
率
が
低
く
、
高
食
味
値

で
あ
り
、
炊
飯
米
微
細
構
造

的
特
徴
は
、「
ね
ば
り
の
強

い
良
食
味
米
」、
あ
る
い
は
、

近
年
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
認
め

ら
れ
る
「
ほ
ど
よ
い
か
た
さ

を
有
す
る
良
食
味
米
」
と
判

断
さ
れ
る
と
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
デ
ー
タ
の

集
積
が
必
要
で
あ
り
、
安
定

的
な
収
量
と
高
品
質
米
の
確

保
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
必
要
で

あ
る
と
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
終
始
、
大

玉
村
産
米
を
高
く
評
価
し
絶

賛
さ
れ
、
今
後
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
て
の
弾
み
と
な
り

ま
し
た
。

保
育
所
民
営
化
に
関
す
る
調
査

�

８
月
28
日（
金
）
鏡
石
町

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
第
１
回　

９
月
18
日（
金
）

震
災
を
機
に
転
換
期
を
迎
え
た
福
島
の
農
業

福
島
大
学
食
農
学
類　

小
山 

良
太 

教
授

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
第
２
回　

10
月
20
日（
火
）

大
玉
村
の
水
田
土
壌
と
米
の
品
質
・
食
味
の
特
徴

福
島
大
学
食
農
学
類　

新
田 

洋
司 

教
授

　

民
営
化
の
メ
リ
ッ
ト
や
保

護
者
が
継
続
し
安
心
し
て
子

ど
も
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
に

ど
う
対
応
し
た
か
な
ど
を
伺

い
ま
し
た
。

状
に
触
れ
ま
し
た
。
福
島
の

農
産
物
の
評
価
は
後
発
産
地

の
新
規
市
場
開
拓
と
類
似
し

た
構
造
で
あ
り
、
今
後
縮
小

さ
れ
る
米
の
全
袋
検
査
な
ど

の
放
射
能
汚
染
対
策
予
算
を

産
地
形
成
の
事
業
に
充
て
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
く
べ
き

で
あ
る
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
と
大
玉
村
議
会
の
主
催
で

福
島
大
学
の
食
農
学
類
や
行
政
政
策
学
類
の
教
授
か
ら

講
演
を
い
た
だ
く
「
地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」

を
全
３
回
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
９
月
18
日
と
10
月

20
日
に
議
場
で
行
わ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
課
題
に
取
り
組
む

議
会
研
修
・
議
員
勉
強
会

小山良太教授
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皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
健
康
」

と
は
？

 

伊
藤
監
督 　

走
る
こ
と
が
長
生

き
の
ツ
ー
ル
か
な
。
健
康
診
断
で

ひ
っ
か
か
っ
た
の
で
、
毎
日
は
無

理
だ
け
ど
週
２
・
３
回
は
走
っ
て

い
ま
す
。
ビ
ー
ル
を
隠
れ
て
飲
ん

で
い
て
は
ダ
メ
で
す
ね
。（
笑
）

 

武
田
コ
ー
チ 　

家
庭
を
持
っ
て

か
ら
意
識
し
始
め
ま
し
た
。
体
を

動
か
す
の
が
好
き
な
の
で
、
毎
日

の
運
動
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

　

秋
、
大
玉
村
は
黄
金
色
に

染
ま
る
。
名
倉
山
の
頂
上
か

ら
広
が
る
パ
ノ
ラ
マ
は
美
し

い
。

　

こ
の
季
節
は
、
お
い
し
い

農
産
物
に
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
農
産
物
を
は

じ
め
地
域
経
済
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
今
後

も
継
続
し
た
支
援
が
求
め
ら

れ
る
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

は
、
新
し
い
生
活
様
式
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
議
会

は
皆
さ
ん
と
の
距
離
を
広
げ

る
こ
と
な
く
、
よ
り
身
近
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

�

（
武
田　

悦
子
）

議会広報編集特別委員会

委員長 ● 佐原佐百合
副委員長 ● 斎藤　信一
委員 ● 渡邉　啓子
委員 ● 菊地　厚徳
委員 ● 武田　悦子
委員 ● 押山　義則

 

角
田
コ
ー
チ 　

健
康
は
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
た
め

の
必
要
な
要
素
で
あ
り
、
大
切
な

土
台
で
す
。
健
康
だ
と
お
酒
の
味

が
わ
か
る
ん
で
す
よ
。（
笑
）

走
り
続
け
る
原
動
力
は
？

 

伊
藤
監
督 　

私
の
走
る
姿
を
見

て
、
子
ど
も
た
ち
も
走
る
の
が
好

き
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
が
幼
稚
園
の
頃
か
ら
同
じ
大
会

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
走
れ
る

村
内
の
環
境
や
仲
間
が
良
か
っ
た

か
ら
続
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 
武
田
コ
ー
チ 　

自
分
は
、
走
る

こ
と
以
外
に
水
泳
や
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
４
人
の

子
ど
も
た
ち
に
大
人
に
な
っ
て
も

続
け
ら
れ
る
も
の
を
見
つ
け
て
欲

し
い
の
で
、
自
分
が
わ
か
る
こ
と

を
教
え
た
い
し
、
き
っ
か
け
を
与

え
た
い
と
思
い
、
何
で
も
一
緒
に

や
っ
て
い
ま
す
。

 

角
田
コ
ー
チ 　

子
ど
も
と
一
緒

に
走
る
こ
と
か
な
。
走
る
動
き
は

単
純
で
す
が
、
自
分
の
経
験
か
ら

教
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

息
子
の
走
る
姿
は
自
分
に
似
て
い

る
の
で
子
ど
も
を
通
し
て
自
分
の

走
り
が
理
解
で
き
ま
す
。
ま
だ
理

想
の
走
り
に
は
至
っ
て
い
な
い
ん

で
す
け
ど
ね
。

武田智道コーチ　伊藤秋義監督　角田俊哉コーチ

火曜日午後７時からの練習（９月29日）

目指せ！！ 健康長寿日本一おおたま

今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

 

伊
藤
監
督 　

正
直
、
走
る
こ
と

が
つ
ら
い
時
が
あ
り
ま
す
。で
も
、

一
緒
に
練
習
し
て
走
る
姿
を
見
せ

る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分

に
も
で
き
る
」
と
思
っ
て
も
ら
い

た
い
。
駅
伝
に
出
ら
れ
な
く
な
っ

て
も
一
緒
に
走
り
続
け
ら
れ
た
ら

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

武
田
コ
ー
チ 　

村
内
の
子
ど
も

た
ち
と
走
る
こ
と
で
す
。「
走
る

の
が
大
好
き
だ
」
と
思
っ
て
欲
し

い
し
、
大
人
に
な
っ
て
も
走
っ
て

も
ら
い
た
い
。
言
う
だ
け
で
は
ダ

メ
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
走
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
ん
で
す
。

 

角
田
コ
ー
チ 　

メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
て
走
っ
て
い
ま
す
。
計
画
を
立

て
る
だ
け
で
な
く
、
実
践
し
反
省

を
繰
り
返
す
こ
と
、
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
で
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
第
32
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
」

に
向
け
て
練
習
に
励
む
大
玉

村
チ
ー
ム
の
ア
ス
リ
ー
ト
の

皆
さ
ん
の
「
健
康
の
秘
訣
」

や
「
走
り
続
け
る
熱
い
思
い
」

を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
は
、
11
月
15
日（
日
）10
時
に
郡
山
ヒ
ロ

セ
開
成
山
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島
県
庁
前
ま
で

の
９
区
間
で
競
わ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
沿
道

で
の
声
援
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
の
ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
で
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。


